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軟 部組織感 染症 に対 す るCefroxadine (CGP-9000)の 臨床 的検討

花 谷 勇 治 ・山 田 好 則

相 川 直 樹 ・石 引 久 弥

慶応義塾大学外科学教室

新 しく開発 された経口用 セファロスポ リン剤Cefroxadine (CGP-9000, CXD)を 外科 領域 の表

在性軟部組織感染症13例(療 疽5例,皮 下膿瘍5例,蜂 窩織炎1例,膿 疱1例,リ ンパ節炎1例)

に使用 した。1日 投与量は750mg,投 与期間は4～14日 間で,最 大投与総 量は10.5gで あった。

臨床効果は13例 中有効9例 やや有効3例,無 効1例 であり有効率は69%で あった。 ア レルギー,胃

腸障害などの副作 用はみ られなか った。

I. 序 文

Cefroxadine (CGP-9000, CXD)は,3位 に メトキシ

基を導入 した合成経口用 セファロスポ リン剤 で,Ceph-

alexin (CEX)と ほぼ同様の抗菌 スペク トルを有 し,in

vitroお よび動 物実験で,CEXよ りも強 い抗菌力を示

す と報告 されている1)～3)。

われわれは今回,外 科領域の表在性軟部組織感染症に

対 し,CXDを 投与 し,臨 床的検討を行なったので報告

す る.

II. 対象症例および検討方法

1978年8月 から1979年4月 までに,外 来 で加療 した13

例の外科的感染症を対象 と した。年齢は13歳 か ら59歳に

わた り,男 子7例,女 子6例 であ った。症例はいずれ も

外科領域の軟部組織感染症で,内 訳は凛疽,皮 下膿瘍が

各5例,蜂 窩織炎,リ ンパ節 炎,膿 疱 が 各1例 であっ

た。本剤はすべて 単 独投与で,1回 量250mg,1日3

回食後投与を原則と した。投与期間 は4～14日 間で投与

総量は3.0～10.5gで あった。

臨床効果 の判定基準は,外 科的処置の有無にかかわ ら

ず,本 剤投与開始後3日 以内に自他覚所見の改善がみ ら

れたものを有効(Good),自 他覚所見 の改善に4日 以上

を要 した ものをやや有効(Fair),自 他覚 所 見が 不 変又

は増悪 した ものを無効(Poor)と した。

13例 中10例 に細 菌 学 的検 索 を 行 い,CEXあ るいは

Cephaloridine (CER)を 中心 に各種抗生物 質 に 対する

感受性 をDisc法 によ り検討 した。副作用に関 しては,

対象が外来症例であったため,臨 床検査成績 によらず,

自他覚症状で判定 した。

III. 成績 および考察

症例の概要をTable 1に 示 した。薬剤 感受 性 テス ト

はCEXあ るいはCERを 中心 に 記 載 した。備考欄に

示 した様に,抜 爪,切 開な どの外科的処置が9例 に対 し

て行われた。

症例1～5は 療疽,症 例6～10は 皮下膿瘍,以 下,右

下腿蜂窩織炎,右 足蹠膿疱,頸 部 リンパ節炎が各1例 で

あった。

症例5は28歳 女子,右 第5指 療疽で,本 剤投与後1日

目よ り自発痛が軽 減したが排膿が続 き,治 癒までに9日

間を要 したので,臨 床効果はやや有効 とした。分離菌は

S. aureusでCEXに 対する感 受 性 は(+)で あった。

肛囲膿瘍 の症例6,頭 部〓の症例9も 同様に治癒期間の

面か らやや 有 効 と判 定 した。分 離菌は,症 例6がE.

coli, Klebsiella, Bacteroides,症 例9がS. aureusで あっ

た。症例12は16歳 男子,右 足蹠膿疱で,切 開創が漬瘍化

し,自 発痛が軽減せず,排 膿 も続 いたため無効と判定し

た。分離菌はS. epidermidisで,CEXに 対する感受性

は(-)で あ った。

疾患部の臨床効果 をま とめ る と(Table 2),療 疽,

肛囲膿瘍,〓,各1例 がやや有効,膿 疱1例 が無効で,そ

の他はすべて 有 効 と判定 された。1回 量250mg,1日

3回 食後投与で,有 効率 は13例 中9例,69%で あった。

13例 中10例 に細菌学 的検索を行い,14株 を分離 した。

Staphylococcusを 中心 とするグラム陽性球菌(GPC)

は6株 で,こ の うち3株 に投与効果が認められた能 臨

床効果 とCEXに 対す るDisc感 受性とは必ずしも一致

していなか った。グ ラム陰性 桿 菌(GNR)は6株 で,

Klebsiellaが2株,Serratia, E. coli, P. aeruginosa

その他 のGNRが 各1株 で あ るが,そ のうち4株 に臨

床効果を認 めた。GNRの 場合 もCEXに 対する感受性

と臨床効果 とは必ず しも一致 しなか った。嫌気性菌は2

株で,い ずれ も他の菌株 との混合感染であった(Table

3)。

IV. ま と め

新 しく開発 され た 経 口 用 セ フ ァロスポリン剤CXD
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Table 1 Effect of CXD in Surgical Infections

Table 2 Effect of CXD in Surgical Infections

を表在性軟部組織感染症13例 に投与 し,9例69%に 臨床

効果を得た。この有効率 は表在性軟部組織感染症に対す

る経口用抗生剤の効果 と比較す ると良好 とはいえない。

特にGPCが 分 離 された症例では,Saureusに よ る症

例で,CEXのDisc感 受性が(+++)で あるにも拘 らず,
"有効"と 判 定 され な か

った ものが あり,ま たS. ep-

Table 3 Clinical Isolates and Effect of CXD

idermidisが 分離 された場合 は,起 炎菌 と しての意義 に

問題があ るのは当然であるが,無 効1例 がある。副作用

については,血 液,肝,腎 機能に関す る臨床検査成績 は

全症例について得 られなか ったが,経 口投与による消化

器症状 と自他覚的なア レルギー様反応は全 く認 められて

いない。 しか し,こ れ らの点を考慮す ると軟部組織感染

症に対す る本剤 の有効性 と有用性に関 しては,な お多 く

の症例 に関する慎 重な検討が望 まれ る。
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CLINICAL STUDIES ON CEFROXADINE (CGP-9000)

IN SURGICAL FIELD

YUJI HANATANI, YOSHINORI YAMADA, NAOKI AIKAWA

and KYUYA ISHIBIKI
Department of surgery, School of medicine, Keio University

Cefroxadine (CGP-9000, CXD), a new Cephalosporin, was orally administered to 13 cases in total: 5 with

paronychia, 5 with abscess, 1 with phlegmon, 1 pustule, 1 and with lymphadenitis. The daily dosewas 750mg,
and maximal total dose and duration were 10.5 g and 14 days, respectively. Therapeutic results were good
in 9 cases, fair in 3 and poor in one. The overall effective rate in surgical infections was 69%, and no
adverse effects were observed.


